
加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

は
じ
め
に

　

石
巻
専
修
大
学
は
、
宮
城
県
石
巻
圏
域
の
高
校
、
企
業・

法
人

な
ど
と
連
携
し
、
地
域
の
人
材
育
成
と
活
性
化
を
目
指
す
「
高�

大
産
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
に
、

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ
株
式
会
社
の
「
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
社
会
貢
献

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
へ
の
参
画
が
あ
り
、
本
学
と
高
校
が
連
携
し
、「
震

災
伝
承
」、「
観
光
振
興
」、「
防
災
」
な
ど
五
つ
の
テ
ー
マ
に
即
し

た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
成
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
そ
の
中
で
「
観
光
振
興
」
を
目
的
と
し
た
石
巻
市

立
桜
坂
高
校
と
の
連
携
に
よ
る
「
ま
ち
な
か
ポ
ス
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
紹
介
す
る
。

１　

地
域
と
社
会
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る

　

桜
坂
高
校
で
は
、
毎
年
石
巻
市
内
の
店
舗
や
企
業
を
ポ
ス
タ
ー

で
紹
介
す
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
土
台
に
し
て
、

実
際
に
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
し
た
桜
坂
高
校
生
と
石
巻
専
修
大
学
生

が
連
携
し
、石
巻
市
内
の
商
店
街
や
企
業
の
情
報
を
Ｐ
ｅｐ
ｐ
ｅ
ｒ

が
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
石
巻
市
の
魅
力
を
よ
り
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
に
伝
え
る
の
が
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
２
０
１
７
年

度
は
、
ク
イ
ズ
を
通
じ

て
石
巻
を
知
る
こ
と
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
ア

プ
リ
「
石
巻
博
士
」�

を
制
作
し
、
２
０
１
８

年
度
は
、
郷
土
料
理
の

調
理
法
を
学
び
な
が
ら

石
巻
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
ア
プ
リ
「
エ
ス
プ

ロ・
ク
ッ
キ
ン
グ
」�

を
制
作
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
、
人
型
ロ
ボ
ッ
ト

高
大
産
連
携
に
よ
る 

地
域
活
性
化
へ
の
挑
戦

［
石
巻
専
修
大
学
］舛

井 
道
晴
●
石
巻
専
修
大
学
経
営
学
部
准
教
授

《
地
方
創
生・

地
域
活
性
編
》
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「
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
」
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
介
し
て
ク
イ
ズ

に
答
え
、
料
理
を
体
験
す
る
と
い
う
点
に
特
徴
が
あ
る
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
高
校
生
と
大
学
生
に
と
っ
て
は

初
め
て
の
協
働
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
当
初
は
い
さ
さ
か
緊
張
気

味
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、「
そ
も
そ
も
地
域
活
性
化
と
は
？
」「
石

巻
の
本
当
の
良
さ
は
？
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
真
剣
に
考
え�

て
い
く
う
ち
に
、
い
つ
し
か
一
体
感
が
生
ま
れ
、
議
論
が
活
発
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
高
校
と
大
学

と
い
う
垣
根
を
越
え
、
同
じ
地
域
に
生
き
る
若
者
た
ち
が
共
に
地

域
活
性
化
の
た
め
に
行

動
す
る
場
と
な
っ
た
こ

と
は
非
常
に
意
義
深

い
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、

Ｐｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
と
い
う
新

し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が

メ
ン
バ
ー
の
結
束
を
強

固
に
し
、
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
ま
で
導
い
た
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
だ

ろ
う
。
若
者
た
ち
に

と
っ
て
、
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
ロ
ボ
ッ
ト
で
課
題
を
解
決
す
る
と
い
う
取
り
組
み
は
と

て
も
刺
激
的
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
地
域
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、

こ
れ
か
ら
社
会
全
体
や
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
上
で
も
、
重

要
な
機
会
と
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

２　

今
後
の
展
開

　

石
巻
で
は
、
地
域
全
体
で
外
国
人
観
光
客
の
受
け
入
れ
に
力
を

入
れ
て
い
る
。
２
０
１
８
年
９
月
に
、
大
型
客
船
が
石
巻
に
寄
港

し
た
と
き
に
実
施
し
た
学
生
に
よ
る
ア
プ
リ
の
デ
モ
を
交
え
た
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
好
評
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
若
者
が
ど
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
持
ち
、
ど
の
よ
う
な

解
決
策
を
提
示
す
る
か
と
い
う
傾
向
を
、
こ
の
２
年
間
で
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
次
の
１
年
は
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
よ
う
に
、

彼
ら
の
制
作
し
て
き
た
ア
プ
リ
を
地
域
の
中
で
実
際
に
稼
働
さ
せ

る
フ
ェ
ー
ズ
に
移
行
し
た
い
。
さ
ら
に
、
２
０
１
９
年
１
月
に
は

石
巻
市
、
石
巻
専
修
大
学
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
株
式
会
社
は
包
括
連

携
協
定
を
締
結
し
た
。
行
政
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
本
学
発
の
高

大
産
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、「
高
大
接
続
」
や
「
若
者
た
ち
を
地

域
活
性
化
に
巻
き
込
む
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
対
す
る
回
答
の
一
つ

と
す
べ
く
、
今
後
も
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
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加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

　

本
学
は
２
０
１
６
年
度
か
ら
、
加
古
川
市
お
よ
び
神
戸
新
聞
社

と
連
携
し
て
「
加
古
川
『
知
』
を
結
ぶ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
学
生
チ
ー
ム
が
、
加
古
川
市
内
の
企
業
が
抱
え
る

課
題
や
地
域
の
課
題
を
調
査
し
、
解
決
策
を
提
案
す
る
も
の
で
あ

り
、
２
０
１
８
年
度
で
３
年
目
を
迎
え
た
。
本
学
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
並
行
し
て
、
２
０
１
６
年
６
月
に
神
戸
新
聞
社
、
２
０
１

７
年
５
月
に
加
古
川
市
と
そ
れ
ぞ
れ
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
、

連
携
を
深
め
て
き
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
流
れ
と
し
て
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
参
加

す
る
ゼ
ミ
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
６
月
に
学
内
公
募
し
、
課

題
を
提
供
す
る
企
業・

団
体
や
市
役
所
の
各
部
門
な
ど
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
を
行
う
。
各
チ
ー
ム
は
マ
ッ
チ
ン
グ
先
と
の
打
ち
合
わ
せ

に
よ
り
課
題
を
設
定
し
、
担
当
教
員
の
指
導
の
下
、
９
月
か
ら
ヒ

ア
リ
ン
グ
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
を
実
施
し
、
調
査・

研
究

を
進
め
る
。
12
月
の
中
間
報
告
会
を
経
て
、
１
～
２
月
に
行
う
成

果
報
告
会
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
課
題
解
決
策
を
提

案
す
る
。

　

２
０
１
８
年
度
は
、
五
つ
の
団
体
が
抱
え
る
課
題
、
す
な
わ
ち

企
業
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
、
商
店
街
の
活
性
化
、
市
内
の

観
光
資
源
の
活
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
７
チ
ー
ム
が
活
動
し
て

お
り
、
２
月
の
成
果
報
告
会
に
向
け
て
、
提
案
内
容
の
精
査
や
モ

ニ
タ
ー
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
学
生
と
い
う
若
者
の
立
場
か
ら
企
業

や
地
域
の
課
題
解
決
策
を
提
案
す
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
企
業・

自
治
体・

各
種
団
体
は
、
当
事
者
で
は
思
い
つ
か
な
か
っ
た
斬
新

な
提
案
や
、
若
い
世
代
の
興
味・

関
心
に
沿
っ
た
企
画
な
ど
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
学
生
が
経
営
学
の
手
法
で
分
析
す
る
こ
と
が
、

組
織
運
営
や
経
営
戦
略
を
課
題
と
す
る
中
小
企
業
に
役
立
つ
場
合

も
あ
る
。
一
方
、
学
生
に
と
っ
て
は
、
大
学
で
学
ん
だ
専
門
知
識

を
社
会
の
現
場
で
活
用
す
る
こ
と
を
経
験
で
き
る
。
ま
た
企
業
、

自
治
体
、
各
種
団
体
の
課
題
に
つ
い
て
調
査
す
る
こ
と
は
、
今
後

の
学
生
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
選
択
に
も
資
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
学

生
の
提
案
が
企
業
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
（
地
酒
の
Ｐ
Ｒ
イ

ベ
ン
ト
、
商
品
の
新
規
販
売
戦
略
な
ど
）、
学
生
は
自
分
た
ち
の
調

「
加
古
川『
知
』を
結
ぶ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
展
開
に
つ
い
て

［
甲
南
大
学
］

松
下 
賢
一
●
甲
南
大
学
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
事
務
室
課
長

《
地
方
創
生・

地
域
活
性
編
》
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査・
研
究
が
社
会
と
密
接
な
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
を
実
感
で
き
る
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
調
査
や
提
案
は
学
生
の
主
体
性
を
重

視
し
、
担
当
教
員
の
指
導
の
下
で
一
定
の
レ
ベ
ル
を
確
保
し
て
い

る
。
そ
れ
と
と
も
に
重
要
な
の
が
中
間
報
告
会・

成
果
報
告
会
で

あ
る
。
中
間
報
告
会
終
了
後
は
、
成
果
報
告
会
に
向
け
て
、
連
携

先
と
の
打
ち
合
わ
せ
の
場
も
設
け
て
い
る
。
成
果
報
告
会
は
地
元

関
係
者
の
前
で
実
施
す
る
た
め
、
学
生
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

能
力
は
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
向
上
し
て
い
る
。
ま
た
成
果
に
つ

い
て
は
、神
戸
新
聞
本
紙
や
Ｗ
ｅ
ｂ
版
で
発
信
さ
れ
る
の
で
、地
域

連
携
や
地
域
活
性
の
新
し
い
形
が
広
ま
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
。

　

初
年
度
は
中
小
企
業
の
課

題
解
決
が
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で

あ
っ
た
た
め
、参
画
す
る
チ
ー

ム
も
、
経
営
学
部
の
ゼ
ミ
の

み
で
あ
っ
た
が
、
２
年
目
以

降
は
地
域・

行
政
課
題
も
加

え
て
テ
ー
マ
の
範
囲
を
広
げ

た
こ
と
に
よ
り
、
２
０
１
８

年
度
は
経
済
学
部
、
知
能
情

報
学
部
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
創

造
学
部
な
ど
の
学
生
も
参
加

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
市
役
所・

地
元
団
体
の
協
力
を
得
て
実
証

実
験
を
行
う
チ
ー
ム
や
、
商
店
街
で
モ
ニ
タ
ー
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

す
る
チ
ー
ム
も
出
て
く
る
な
ど
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
積
極
的
に
参

加
す
る
学
生
も
年
々
増
え
て
お
り
、
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
成
長

し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
実
感
で
き
る
。

　

毎
年
、
終
了
後
に
関
係
者
で
反
省
会
を
行
い
、
次
年
度
に
向
け

て
改
善
策
を
し
っ
か
り
講
じ
て
き
た
こ
と
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
充

実
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、
本
学
の
卒
業
生
組
織
で
あ
る
「
東
播
磨
甲
南
会
」
に
、
成

果
発
表
会
後
の
交
流
会
の
開
催
に
つ
い
て
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い

る
。
交
流
会
に
は
卒
業
生
も
参
加
し
、
学
生
に
感
想・

助
言
を
す

る
な
ど
、
卒
業
生
と
現
役
学
生
と
の
交
流
の
機
会
と
も
な
っ
て
お

り
、
学
生
に
と
っ
て
は
、
今
後
の
学
生
生
活
の
励
み
に
な
る
貴
重

な
機
会
に
な
っ
て
い
る
。

　

最
後
に
、こ
の
よ
う
に
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
多
く
の
関
係
者
と
の

連
携
、
協
力
に
よ
り
開
催
で
き
て
い
る
こ
と
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
加
古
川
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
取
り

組
み
が
生
ま
れ
る
こ
と
、
ま
た
参
加
学
生
の
中
か
ら
卒
業
後
に
加

古
川
で
活
躍
す
る
人
材
が
出
て
く
る
こ
と
を
期
待
し
、
今
後
も
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
充
実
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

�

※
記
事
の
内
容
は
執
筆
時
点
の
も
の
で
す
。

2017年度 成果報告会の様子
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加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

１　

背　

景

　

本
学
は
、
第
５
次
長
期
計
画
の
中
で
「
地
域
に
根
ざ
し
た
大
学

づ
く
り
」
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
連
携
の
取
り
組
み
を
展

開
し
て
き
た
。
２
０
１
６
年
に
、
京
都
市
と
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
京
都
が
実
施
す
る
「
学
ま
ち
連
携
大
学
」
促
進
事
業
に
採
択
さ

れ
た
こ
と
を
機
に
、
地
域
連
携
を
推
進
す
る
事
業
を
全
学
的
に
展

開
し
て
い
る
。

　

本
事
業
で
は
、
本
学
に
在
籍
す
る
一
人
で
も
多
く
の
学
生
が
地

域
連
携
活
動
に
関
わ
り
を
持
ち
、
卒
業
後
も
地
域
と
関
わ
り
を
持

ち
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
社
会
と
自
ら
の
人
生
を
創
り
出
す
こ
と
の

で
き
る
人
間
に
成
長
で
き
る
よ
う
、
学
生
の
地
域
連
携
活
動
を
啓

発
し
支
援
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
具
体
的
取
り
組

み
の
一
つ
と
し
て
、
学
生
が
う
ど
ん
づ
く
り
を
通
じ
て
地
域
住
民

と
交
流
し
、
地
域
連
携
活
動
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

「
町
家
de
う
ど
ん
」
を
開
催
し
て
い
る
。

２　

深
草
町
家
キ
ャ
ン
パ
ス

　

開
催
場
所
は
、
本
学
深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
徒
歩
10
分
ほ
ど
の

と
こ
ろ
に
あ
る
「
深
草
町
家
キ
ャ
ン
パ
ス
」
で
あ
る
。
こ
こ
は
、

築
１
５
０
年
を
超
え
る
町
家
を
改
装
し
た
も
の
を
地
域
連
携
の
拠

点
と
し
て
本
学
が
借
り
受
け
、
地
域
住
民
と
の
協
働
活
動
や
交
流

の
ほ
か
、
授
業
や
調
査・

研
究
の
活
動
拠
点
、
学
生
の
サ
ー
ク
ル

活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
活
用
し
て
い
る
。

　

そ
の
管
理
運
営
体
制
は
、
本
学
の
教
職
員
と
地
域
住
民
で
構
成

す
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
深
草・

龍
谷
町
家
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
設
立

し
、
業
務
を
委
託
。
同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
は
地
元
に
精
通
し
た
ス
タ
ッ

フ
が
常
駐
し
、
学
生
団
体
「
京
ま
ち
や
七な

な

彩い
ろ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を

結
成
し
、
多
世
代
が
交
流
す
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
出
と
地

域
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
る
。

３　

町
家
de
う
ど
ん

　

全
学
へ
の
公
募
で
集
ま
っ
た
学
生
は
、
前
出
の
学
生
団
体
に
所

地
域
デ
ビ
ュ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム 

「
町
家
de
う
ど
ん
」

［
龍
谷
大
学
］

石
原 

芳
典
●�
龍
谷
大
学�

龍
谷
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
事
務
部
課
長

《
地
方
創
生・

地
域
活
性
編
》
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属
す
る
学
生
と
一
緒
に
イ
ベ
ン
ト
当
日
の
内
容
を
企
画
し
、
ま
た
、

う
ど
ん
づ
く
り
の
講
習
を
受
け
て
全
体
の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
う
。

講
習
で
は
、
本
学
農
学
部
の
教
員
が
本
格
的
な
う
ど
ん
づ
く
り
を

指
南
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　

当
日
は
、
本
学
の
学
生
の
ほ
か
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
募
集
し
た
地

域
の
親
子
や
お
年
寄
り
、
本
学
の
留
学
生
、
時
に
は
高
校
生
や
他

大
学
の
学
生
な
ど
約
20
名
を
３
、
４
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
う
ど
ん

づ
く
り
に
取
り
組
む
。
学
生
が
参
加
者
に
手
順
を
教
え
な
が
ら
、

皆
で
小
麦
粉
を
こ
ね
、
生
地
を
ま
と
め
て
い
く
。
う
ど
ん
の
生
地

を
し
ば
ら
く
ね
か
す

0

0

0

間
に
、
学
生
が
準
備
し
て
い
た
う
ど
ん
や
和

食
文
化
に
関
す
る
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
を
行
っ
て
場
を
盛
り
上
げ
る
。

そ
の
後
、
生
地
を
延

ば
し
、
包
丁
で
切
っ

て
、
麺
を
茹
で
て
い

く
。
茹
で
る
の
は
、

学
生
が
薪
で
火
を
お

こ
し
た
か
ま
ど
〝
お

く
ど
さ
ん
〟
を
使�

う
。
そ
し
て
、
別
途

作
っ
た
出
汁
を
か

け
、
薬
味
を
入
れ
て

お
い
し
く
い
た
だ
く
。
深
草
町
家
キ
ャ
ン
パ
ス
は
出
汁
の
香
り
と

参
加
者
の
笑
顔
に
包
ま
れ
、
そ
こ
に
多
世
代・

多
文
化
交
流
が
実

現
し
て
い
る
。

４　

地
域
と
と
も
に

　
「
町
家
de
う
ど
ん
」
は
一
見
す
る
と
シ
ン
プ
ル
な
イ
ベ
ン
ト
に
見

え
る
が
、
こ
れ
を
実
施
す
る
た
め
の
環
境
が
整
っ
て
い
た
か
ら
こ

そ
実
現
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
ず
、
本
学
は
「
社
会
に
開
か
れ
た
大
学
」
と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
こ
と
を
重
視
し
、
社
会
貢
献
に
着
目
し
、「
エ
ク
ス
テ
ン

シ
ョ
ン
（
普
及
）」
を
教
育・

研
究
と
並
ぶ
大
学
の
使
命
と
し
て
位

置
付
け
、
１
９
９
１
年
に
龍
谷
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
た
。
以
来
、
地
域
社
会
と
共
に
発
展
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
き
た
。
そ
し
て
、
２
０
１
３
年
に
深
草
町
家
キ
ャ
ン
パ
ス
を
設

置
し
、
そ
こ
に
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
た
。

　
「
町
家
de
う
ど
ん
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
縁
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
地
域
貢
献
と
い
う
が
、
大
学
が
単
に
地
域
に

何
か
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
く
、
地
域
の
方
々
が
お
ら
れ
る
か

ら
こ
そ
地
域
連
携
が
成
り
立
っ
て
い
る
。
学
生
に
は
、
地
域
の
一

端
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
喜
び
に
感
じ
、
地
域
の
中
で
か
け
が
え

の
な
い
存
在
に
成
長
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。
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